
全
国
市
議
会
議
長
会
主
催
の
豪
州
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
行
政
調
査（
総
勢
27
名
）

が
10
月
24
日
か
ら
10
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
、
本
市
か
ら
は
、
寺
尾
議
員
と
私
、
中

曽
の
２
名
が
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

地
方
分
権
化
時
代
を
迎
え
、
各
自
治
体

に
お
い
て
は
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
自

主
的
・
自
立
的
な
行
政
運
営
を
行
い
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
中
、
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
拡

大
に
応
じ
て
議
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

各
国
の
地
方
自
治
体
の
実
態
及
び
行
政
施

策
や
議
会
の
実
情
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
自
治
体
の
責
任
者
と
意
見
交
換
・
交

流
を
行
い
、相
互
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

国
際
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
参

加
し
、そ
の
成
果
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
モ
ス
マ
ン
市
議
会
（
豪
州
）
公
式
訪
問

モ
ス
マ
ン
市
の
議
員
数
は
12
名
で
任
期

は
４
年
で
あ
る
。
市
長
は
年
に
一
度
、
市

議
会
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、議
会
は
、

月
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
モ
ス
プ
ラ
ン
」
と
い
う
管
理
計
画
を

策
定
し
、「
市
の
目
指
す
も
の
？
」「
い
つ

か
ら
？
」「
財
源
は
？
」「
誰
の
責
任
で
？
」

「
実
績
の
評
価
は
？
」
目
標
達
成
の
過
程

で
、
住
民
・
職
員
が
４
か
月
ご
と
に
進
捗

状
況
の
評
価
、
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
目
指
す
事
業
が
成
功
し
て
い
る
。

◆
ボ
ー
デ
ン
・
ブ
レ
ア
（
豪
州
）

【
調
査
テ
ー
マ
＊
高
齢
者
福
祉
】

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
合
協
会
が
運
営
し

て
い
る
こ
の
施
設
は
、
１
９
７
４
年
に
建

設
さ
れ
た
。
独
居
型
（
１
名
用
）
と
２
名
用

の
ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
り
、
半
月
に
一
回
保
守

管
理
費
１
４
２
〜
２
８
５
ド
ル
が
必
要
。

ナ
ー
シ
ン
グ
ケ
ア
（
完
全
介
護
）
と
認

知
症
用
ロ
ー
ケ
ア
設
備
が
２
０
０
４
年
に

作
ら
れ
、
一
日
の
費
用
は
18
ド
ル
程
度
だ

が
、
認
知
症
は
30
〜
90
ド
ル
程
度
必
要
。

な
お
、施
設
は
完
全
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、

出
入
り
口
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
が
施

さ
れ
て
い
る
。

◆
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
議
会
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
）
公
式
訪
問

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
議
員
数
は
19
名

で
、
議
会
は
委
員
会
を
設
置
し
事
務
を
委

任
す
る
。
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
の
質
問
に

は
各
委
員
会
の
委
員
長
が
応
答
し
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
の
下
に
地
域
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
か
ら
成
る
10
の
地
域
社
会
委
員

会
組
織
が
あ
り
、
地
域
課
題
や
要
望
を
行

政
や
議
員
に
伝
達
す
る
と
い
う
草
の
根
的

な
機
関
の
下
、「
環
境
保
護
と
市
民
参
加
」

を
宣
言
し
、
積
極
的
に
市
民
の
啓
発
を
図

っ
て
い
る
。

◆
エ
ン
バ
イ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
･
ハ
ン
プ
ト

ン
ダ
ウ
ン
社
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

【
調
査
テ
ー
マ
＊
有
機
廃
物
の
再
利
用
】

日
本
で
は
大
多
数
の
自
治
体
が
ご
み
を

燃
や
し
埋
め
立
て
処
分
を
行
っ
て
い
る

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
や
埋
め
立
て
処

分
地
に
将
来
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、「
ご
み
は

資
源
」
と
い
う
観
念
の
下
、
廃
棄
方
法
は

一
般
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
に
分
け
ら

れ
、
一
般
ご
み
は
週
に
一
回
、
可
動
式
の

ご
み
箱
を
各
家
庭
に
一
箱
、
慈
善
団
体
が

配
布
し
て
回
収
す
る
。
ご
み
箱
に
入
り
き

れ
な
い
量
が
出
た
時
は
、
自
己
責
任
に
お

い
て
生
ご
み
は
庭
に
埋
め
堆
肥
に
す
る
な

ど
し
て
土
に
返
し
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
世
界
で
初
め
て
の
「
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
ス
ト
」
宣
言
を
行
い
、
不
必
要
な
物
は

買
わ
な
い
、
浪
費
や
無
駄
を
な
く
す
運
動

を
展
開
し
、
有
害
物
質
を
含
ま
ず
リ
サ
イ

ク
ル
し
や
す
い
製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

◆
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
市
議
会
（
豪
州
）

公
式
訪
問

イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
市
は
人
口
14
万
５
０

０
０
人
の
都
市
で
、
現
在
、
日
本
に
石
炭

を
輸
出
し
て
お
り
、
特
に
地
域
情
報
シ
ス

テ
ム
や
行
政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
最
初

に
設
立
し
、
経
済
開
発
に
生
か
し
た
自
治

体
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
自
身
の
満
足
度
が
世
界
一
と
言
わ

れ
る
程
、
福
祉
施
策
が
充
実
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
高
齢
者
の
権
利
を
尊
重
す
る

理
念
と
多
民
族
国
家
で
あ
る
が
故
の
経
済

コ
ス
ト
を
考
え
た
発
想
、
地
域
ケ
ア
を
支

え
る
合
理
的
な
役
割
分
担
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
高
さ
を
実
現
す
る
経
営
手
法
、
効
果

的
な
第
三
者
評
価
方
法
等
、
財
政
的
に
も

持
続
可
能
な
制
度
を
作
っ
て
い
る
。

◆
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
開
発
公
社（
豪
州
）

【
調
査
テ
ー
マ
＊
住
宅
開
発
】

過
去
の
住
宅
開
発
の
問
題
点
を
解
決
す

る
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
豪
州
最
大
の

住
宅
団
地
開
発
は
、
高
等
教
育
機
関
や
研

究
機
関
を
置
き
、
病
院
や
国
際
レ
ベ
ル
の

ゴ
ル
フ
場
の
他
、
保
育
所
か
ら
大
学
ま
で

の
教
育
機
関
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
住
み
良
い
生
活
環
境
を
整
備
し
つ

つ
、
住
宅
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
先
取
り
し
た
団
地
開

発
手
法
を
研
究
し
た
。

◆
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
（
豪
州
）

【
調
査
テ
ー
マ
＊
中
心
市
街
地
活
性
化
】

交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
運
河

を
利
用
し
て
船
を
運
行
。
バ
ス
利
用
促
進

の
た
め
道
路
に
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を
設
け
、

時
間
通
り
通
勤
で
き
る
と
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

歴
史
的
建
造
物
が
ホ
テ
ル
等
に
転
用
さ

れ
、観
光
の
大
き
な
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。
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豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
づ
く
り
、
福
祉
施
策
な
ど
を
調
査
研
究

中な
か

曽そ

義
孝

よ
し
た
か

寺て
ら

尾お

孝こ
う

治じ

豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
都
市
行
政
視
察
報
告


